
要
旨
編
年
体
で
あ
る
六
国
史
の
記
載
を
中
国
の
類
書
に
な
ら
い
分
類
再
編
集
し
た
「
類
聚
国
史
」
は
、
菅
原
道
真
の
編
纂
に
よ
り
、
寛
平
四

年
（
八
九
二
）
に
完
成
・
成
立
し
た
。
中
国
有
数
の
「
類
書
」
と
対
置
さ
れ
る
ほ
ど
に
高
い
評
価
を
受
け
、
元
来
本
文
二
○
○
巻
目
録
二
巻
系
図

三
巻
の
計
二
○
五
巻
で
あ
っ
た
が
、
散
逸
し
て
現
存
す
る
の
は
六
一
巻
の
み
で
、
亡
侠
巻
の
部
立
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
坂
本
太
郎
氏
を
は
じ

め
と
し
て
、
「
類
聚
国
史
」
内
に
記
載
さ
れ
る
逸
亡
項
目
や
、
稀
々
に
発
見
さ
れ
る
逸
文
を
基
礎
に
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
専
ら
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
『
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
」
に
記
載
さ
れ
る
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
新
た
に
二
○
巻
分
の
部
立
が

未
報
告
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
既
存
の
研
究
成
果
と
あ
わ
せ
れ
ば
総
計
一
六
○
巻
分
の
部
立
が
明
ら
か
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
当
該
資
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
『
類
聚
国
史
」
の
部
立
て
が
ど

の
・
よ
う
な
配
列
原
理
で
設
定
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
る
。
す
な
わ
ち
、
『
類
聚
国
史
』
の
配
列
原
理
が
、
そ
れ
を
使
用

す
る
際
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
二
官
八
省
の
組
織
を
円
滑
に
機
能
せ
し
め
る
べ
く
工
夫
さ
れ
た

と
考
え
る
。

勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
の
こ
と

相
田
満
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勢多本類聚国史目録のこと

史
書
か
ら
、
史
観
や
文
学
的
営
為
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
立
場
を
採
ろ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
『
類
聚
国
史
』
は
異
質
の
存
在

で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
物
は
、
名
称
と
内
容
に
「
国
史
」
を
含
み
は
す
る
も
の
の
、
『
日
本
書
紀
」
以
来
の
五
国
史
、
す
な
わ
ち
『
日
本

書
紀
』
『
続
日
本
紀
』
『
日
本
後
紀
』
『
続
日
本
後
紀
』
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
と
、
後
補
と
思
し
き
『
日
本
三
代
実
録
」
と
が
合
わ

さ
っ
た
六
国
史
の
内
容
が
、
「
部
類
」
と
い
う
観
点
の
も
と
に
、
見
事
に
分
断
再
編
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
か
か
る

基
準
を
適
用
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
『
類
聚
国
史
』
の
、
史
書
と
し
て
の
評
価
は
高
く
は
な
い
。

し
か
し
、
類
書
や
百
科
事
典
の
よ
う
な
類
聚
編
蟇
物
と
し
て
は
、
『
類
聚
国
史
』
は
中
国
有
数
の
「
類
書
」
に
対
置
さ
れ
る
ほ
ど
に

高
い
評
価
を
古
来
よ
り
受
け
続
け
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
か
ら
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
に
わ
た
り
書
き
継
が
れ
た
山
岡
凌
明
『
類
聚
名
物
考
』
（
巻

二
六
九
書
籍
部
第
七
）
「
類
叢
」
の
条
に
は
、

「
さ
れ
ど
も
皇
覧
の
如
き
は
一
事
に
も
あ
ら
す
。
類
ひ
を
も
て
小
部
な
る
物
を
寄
集
め
し
叢
書
の
初
な
る
へ
し
。
さ
れ
共
よ
っ
て

（
１
）

来
る
所
を
是
を
や
初
と
す
へ
か
ら
ん
。
皇
朝
に
て
は
類
聚
国
史
・
新
撰
字
鏡
の
こ
と
き
を
始
と
や
い
ふ
へ
か
ら
ん
か
し
ｃ
」
（
句

と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
『
皇
覧
』
の
類
が
「
叢
書
」
（
当
時
に
あ
っ
て
は
「
叢
書
」
と
「
類
書
」
を
峻
別
す
る
意
識
は
少
な
か
っ

た
）
の
始
ま
り
と
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
『
類
聚
国
史
』
『
新
撰
字
鏡
』
が
そ
の
濫
膓
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
欧
米
に
比
肩
す
る
べ
く
、
日
本
の
百
科
全
書
の
編
慕
を
志
し
て
企
画
さ
れ
た
「
古
事
類
苑
」
の
序
文
（
細
川
潤
次
郎
“
大
正

【
二
『
類
聚
国
史
』
の
評
価

点
・
傍
線
筆
者
）
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三
年
［
一
九
一
四
］
）
に
も
、
水
戸
藩
の
『
礼
儀
類
典
』
と
並
ん
で
そ
の
名
が
挙
が
り
、
日
本
の
代
表
的
な
類
書
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

キ
ハ
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１

ノ

ス
ル
コ
ト
ニ
ョ
リ

、
ン
ト
ハ
レ
ド
モ
ノ
ハ
ム
ル

ギ

如
二
菅
家
之
類
聚
国
史
・
水
藩
之
礼
儀
類
典
一
嘉
．
恵
後
学
「
固
不
し
為
し
少
、
然
其
所
し
輯
、
不
し
過
二
一
部

二
ダ
カ
ラ
フ
ヲ
ト
ハ
キ
ハ

ハ
ニ
ノ
ノ
ナ
リ
ル
ー
ヲ
テ
ノ
ヲ
ヘ
テ
ヲ
ス
ヲ

門
《
未
し
可
レ
謂
二
之
類
害
弍
如
二
浅
井
氏
之
事
蟇
、
実
我
邦
類
書
噴
矢
、
顧
二
其
垂
貝
用
二
一
人
力
↓
瞼
し
年
脱
し
稿
、

ス
ル
モ

ニ
タ
ナ
ル
カ
ナ

失
二
於
太
簡
一
亦
宜
実
、
（
す
な
わ
ち
、
菅
原
道
真
の
『
類
聚
国
史
』
や
水
戸
藩
の
『
礼
儀
類
典
』
な
ど
は
、
後
学
の

者
に
と
っ
て
禅
益
す
る
と
こ
ろ
本
よ
り
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
類
聚
さ
れ
る
こ
と
は
、
浩
瀦
な
学
問
体
系
の
中
の

一
部
門
に
過
ぎ
な
い
。
ま
だ
こ
れ
を
類
書
と
呼
称
す
る
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
浅
井
奉
政
の
「
事
纂
』
は
、
ま
さ
に
我

が
国
の
類
書
の
噴
矢
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
を
考
え
て
み
る
と
、
一
人
の
力
で
編
修
さ

れ
、
年
を
越
え
て
完
成
し
た
も
の
の
、
は
な
は
だ
簡
略
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る

と
。
［
訓
点
は
稿
者
に
よ
る
］
）

た
だ
し
、
『
類
聚
国
史
』
や
『
礼
儀
類
典
』
の
両
害
が
一
部
門
に
特
化
し
た
内
容
を
持
つ
こ
と
を
傷
み
と
し
て
お
り
、
そ
の
総
合
性

の
面
で
は
乏
し
さ
を
難
じ
る
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。
衆
知
を
結
集
し
た
本
格
的
な
百
科
全
書
と
し
て
、
『
古
事
類
苑
』
を
称
揚
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
文
章
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
『
類
聚
国
史
』
を
賞
賛
す
る
論
理
と
な
ら
な
い
こ
と
は
、
致
し
方
な
い
所
で
は
あ
る

も
と
ま
さ

う
。
ま
た
、
総
合
性
の
点
か
ら
は
、
浅
井
奉
政
の
『
事
蟇
』
の
優
秀
性
を
称
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
個
人
に
よ
る
編
纂
物
で
あ
る
た
め
、

簡
潔
な
内
容
に
お
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
失
点
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
と
も
か
く
、
「
古
事
類
苑
』
の
優
秀
性
を
説
く
た
め
の
比
較
対
象
に
さ
れ
る
事
自
体
、
『
類
聚
国
史
』
の
評
価
の
高
さ
を
裏

付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
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古
来
よ
り
、
既
存
の
情
報
資
源
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
現
実
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
。
「
温
故
知
新
」
と
で
も
い
う
べ
き
思
考
様
式
が
、
過
去
の
集
積
・
再
検
証
の
意
味
合
い
も
兼
ね
て
、
「
類
聚
」
と
い
う
営
為
を

何
度
も
う
な
が
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
新
た
な
世
界
観
や
枠
組
み
が
生
み
出
さ
れ
る
事
が
多
か
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
神
代
よ
り
は
じ
ま
る
、
お

よ
そ
千
年
近
い
先
例
の
調
査
と
い
う
検
索
行
為
が
、
「
類
聚
」
と
「
部
類
」
に
よ
る
編
蟇
成
果
物
に
よ
っ
て
、
迅
速
に
な
し
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
当
時
に
お
い
て
は
画
期
的
な
「
情
報
革
命
」
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
画
期
的
成
果
も
、
時
と
し
て
既
成
の
秩
序
を
確
認
す
る
の
み
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
支
え
る
価
値
体
系
の
流

（
２
）

動
化
を
停
止
さ
せ
、
凍
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
向
へ
と
働
く
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
『
令
義
解
』
（
天
長
十
年
十
二
月
十
五
日
［
八
三
四
年
一
月
二
八
日
］
）
の
撰
修
事
業
は
、
一
方
で
日
本
で
明
法
学
（
唐

（
３
）

名
で
は
律
学
）
が
育
た
な
か
っ
た
遠
因
と
も
な
っ
た
。
奈
良
中
葉
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
、
様
々
な
誕
生
を
見
た
学
説
が
、
『
令
義

解
』
の
撰
修
事
業
に
よ
り
、
以
後
法
令
審
査
の
機
関
を
設
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
諸
説
の
一
つ
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
新
説
の
発
生
と
法
律
学
の
発
展
は
梗
塞
さ
れ
、
以
後
の
法
律
家
は
『
令
義
解
』
を
読
解
す
れ
ば
事
足
り
る

（
４
）

に
至
っ
た
。

【
三
『
類
聚
国
史
」
の
も
た
ら
し
た
も
の

で
は
、
『
類
聚
国
史
』
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
類
聚
国
史
』
は
、
本
来
二
○
○
巻
・
目
録
二
巻
・
帝
王
系
図
三
巻
の
構
成
と
さ
れ
る
が
、
今
で
は
本
文
六
一
巻
と
、
若
干
の
逸
文
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①
類
聚
国
史
」
の
欠
失
部
と
「
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
」

さ
て
、
『
類
聚
国
史
』
の
欠
巻
部
分
の
推
定
・
復
元
作
業
は
、
従
来
、
お
お
む
ね
次
の
三
通
り
の
方
法
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
す
な

が
時
折
発
見
・
報
告
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
過
半
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
類
聚
国
史
』
が
い
つ
ま
で
も
使
わ
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
よ
う
。

た
し
か
に
、
古
く
は
源
高
明
（
延
喜
十
四
年
？
～
天
元
五
［
九
一
四
～
九
八
一
三
の
「
西
宮
記
』
「
凡
奉
公
之
輩
、
可
二
設
備
一
文

書
」
（
巻
十
・
殿
上
人
事
）
に
は
、
公
事
に
あ
ず
か
る
輩
の
必
須
の
一
書
に
挙
げ
ら
れ
、
信
西
の
息
男
に
あ
た
る
藤
原
俊
憲
『
貫
首
秘

（
５
）

抄
』
（
十
二
世
紀
末
）
に
も
蔵
人
必
携
の
書
と
し
て
そ
の
名
が
挙
が
る
よ
う
に
、
お
お
む
ね
平
安
期
に
は
、
宮
廷
社
会
に
お
け
る
政
務

の
執
行
の
実
務
・
実
用
書
と
し
て
貴
重
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
類
聚
国
史
』
が
い
く
ら
通
覧
性
・
検
索
性
に
す
ぐ
れ
た
典
籍
が
、
い
つ
ま
で
も
古
び
る
こ
と
な
く
使
わ
れ
続
け
る
こ
と

を
許
容
す
る
ほ
ど
、
現
実
社
会
は
素
朴
で
因
循
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。

わ
ち
、

で
あ
る
。

【
二
『
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
』
（
神
習
一
三
五
八
）
に
つ
い
て

③
本
文
の
逸
文
か
ら
の
推
定

①
現
存
す
る
巻
そ
の
も
の
の
考
察

②
本
書
の
本
文
に
加
え
ら
れ
た
注
記
の
検
討

-70-



勢多本類聚国史目録のこと

（
６
）

そ
の
成
果
は
、
「
国
史
大
系
書
目
解
題
』
に
吉
岡
真
之
に
よ
り
従
来
の
研
究
を
整
理
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
で
、
現
在
は
総
計

一
四
○
巻
分
の
部
立
て
が
復
元
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
以
下
に
紹
介
す
る
無
窮
会
図
書
館
蔵
「
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
」
（
神
習
二
二
五
八
）
に
は
、
不
明
部
分
の
二
十
巻
分

の
部
立
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
総
計
一
六
○
巻
分
の
部
立
て
の
復
元
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
書
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
上
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

「
類
聚
国
史
」
の
校
勘
本
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
経
済
雑
誌
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
国
史
大
系
』
以
降
、
本
格
的
校
訂

が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
日
本
史
の
基
本
典
籍
と
し
て
、
『
国
史
大
系
』
（
吉
川
弘
文
館
）
が
最
も
よ
く
使
用
さ
れ
る
が
、
国
史
大

系
の
シ
リ
ー
ズ
刊
行
に
つ
い
て
は
、
経
済
雑
誌
社
か
ら
六
国
史
が
ま
ず
刊
行
さ
れ
た
（
明
治
三
十
年
［
一
八
九
七
］
～
明
治
三
四
年

［
一
九
○
一
］
）
。
し
か
し
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
版
本
に
基
づ
い
た
国
史
大
系
の
本
文
に
は
傷
も
多
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
黒
板
勝
美
が
既
刊
の
国
史
大
系
の
六
国
史
を
再
校
訂
し
、
新
た
に
『
類
聚
国
史
』
を
加
え
、
『
国
史
大
系
六
国
史
』
四
冊
、
『
国
史

大
系
類
聚
国
史
」
一
冊
の
計
５
冊
が
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
か
ら
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
か
け
て
経
済
雑
誌
社
か
ら
刊
行
さ

そ
の
後
、
国
史
大
系
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
六
）
か
ら
昭
和
三
九
年
（
一
九
五
四
に
か
け
て
吉
川
弘
文
館
か
ら
全
六
六
冊
が
刊

行
さ
れ
た
。
黒
板
勝
美
が
編
集
し
、
丸
山
二
郎
ら
が
校
訂
し
、
途
中
黒
板
が
卒
去
の
昭
和
一
二
年
（
一
九
四
六
）
以
降
は
、
丸
山
二
郎

・
黒
板
昌
夫
・
坂
本
太
郎
が
国
史
大
系
編
修
会
が
発
足
し
、
事
業
の
継
続
に
あ
た
っ
た
。

六
国
史
部
分
は
、
そ
の
問
、
朝
日
新
聞
社
が
新
た
に
本
文
校
勘
を
施
し
て
『
増
補
六
国
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
朝
日
版
六
国
史

は
、
近
世
考
証
家
の
手
に
な
る
校
勘
本
文
・
注
釈
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
。
特
に
、
河
村
秀
根
『
集
解
」
・
足
羽
敬

明
「
故
事
考
』
・
矢
野
玄
道
「
私
記
』
の
諸
注
を
取
り
込
ん
だ
本
シ
リ
ー
ズ
の
意
義
は
大
き
く
、
六
国
史
の
全
注
釈
が
今
な
お
完
備
し

れ
た
。
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②
略
書
誌
と
著
者

勢
多
本

当
該
書
は
、
後
補
表
紙
外
題
に
「
類
聚
国
史
目
録
」
と
墨
で
直
書
さ
れ
、
元
来
の
書
名
は
内
題
「
類
聚
国
史
目
録
」
（
一
オ
左
上
）

と
思
わ
れ
る
。
縦
二
二
・
七
ｍ
×
横
一
六
・
六
叫
全
十
三
丁
一
冊
の
写
本
で
、
楮
紙
を
料
紙
と
し
九
行
の
紺
色
罫
に
記
載
さ
れ
る
。

蔵
書
印
は
ニ
オ
に
「
勢
多
蔵
書
」
「
無
窮
会
神
習
文
庫
」
「
井
上
頼
囹
蔵
」
「
井
上
氏
」
（
す
べ
て
陽
刻
朱
角
印
）
、
「
中
原
章
武
」
（
陰

刻
朱
角
印
）
と
あ
り
、
奥
書
に
は
「
天
保
十
三
年
［
一
八
四
二
］
壬
寅
臨
月
初
冬
以
買
得
之
本
引
合
了
」
と
記
さ
れ
る
。

（
８
）

印
文
の
「
中
原
章
武
」
は
勢
多
章
武
の
こ
と
。
本
姓
は
中
原
氏
。
『
地
下
家
伝
」
や
『
平
安
人
物
志
』
に
よ
れ
ば
、
章
武
は
章
斐
の

子
。
京
都
烏
丸
中
立
売
に
住
し
、
寛
政
十
年
十
月
二
五
日
（
一
七
九
八
年
十
二
月
二
日
）
、
七
歳
で
正
六
位
上
に
叙
せ
ら
れ
、
左
衛
門

な
い
現
在
に
あ
っ
て
、
今
な
お
重
要
な
典
籍
群
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
朝
日
版
六
国
史
に
は
無
窮
会
図
書
館
蔵
書
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
狩
谷
望
之
（
被
斎
）
自
筆
校
本
、
山
崎
知
雄

自
筆
校
本
は
重
要
で
、
狩
谷
本
の
書
き
込
み
か
ら
は
、
安
田
躬
弦
本
・
細
井
貞
雄
本
・
白
雲
本
が
校
勘
本
文
に
立
て
ら
れ
、
山
崎
本
の

書
き
込
み
か
ら
、
黒
川
春
村
校
合
本
・
岸
本
由
豆
流
本
・
伴
信
友
校
合
本
な
ど
が
新
た
に
校
勘
本
文
と
し
て
立
項
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

た
と
え
ば
、
朝
日
新
聞
社
版
『
日
本
三
代
実
録
』
に
お
い
て
は
、
凡
例
に
掲
げ
ら
れ
た
十
八
本
中
七
本
が
無
窮
会
蔵
本
に
関
連
す
る
と

い
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
『
国
史
大
系
』
の
編
纂
に
際
し
て
は
、
「
類
聚
国
史
』
や
六
国
史
部
分
に
至
っ
て
は
無
窮
会
蔵
本
は
、
凡
例
に
は
見
え
な
い
。

こ
の
こ
と
は
＄
無
窮
会
創
設
者
平
沼
騏
一
郎
が
神
習
文
庫
の
旧
蔵
者
、
井
上
頼
国
蔵
書
を
購
入
し
た
の
が
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
春

（
７
）

と
い
う
事
情
を
考
え
れ
ば
、
致
し
方
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
「
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
」
が
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
事
情
は
、
そ

こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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勢多本類聚国史目録のこと

大
志
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
少
尉
に
転
じ
、
弾
正
小
忠
を
兼
ね
、
大
忠
に
転
じ
て
文
政
八
年
十
二
月
十
九
日
（
一
八
三
○
年
八
月

十
七
日
）
、
明
法
博
士
、
天
保
五
年
に
は
大
判
事
を
兼
ね
た
。
位
も
順
次
累
遷
し
て
嘉
永
五
年
［
一
八
五
二
］
に
は
正
四
位
下
に
至
っ

て
い
る
。
俗
称
勢
田
豊
前
守
、
後
に
は
勢
多
大
判
事
と
呼
ば
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
息
、
勢
多
章
甫
の
『
勢
多
氏
備
忘
」
［
自
筆
本
］
（
神
習
文
庫
一
二
九
八
四
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
安
政
五
年
正
月

二
二
日
（
一
八
五
八
年
三
月
七
日
）
に
正
四
位
上
、
同
月
二
二
日
に
卒
去
し
て
い
る
。
享
年
六
七
歳
で
あ
っ
た
。

著
作
に
は
温
故
録
〈
文
化
十
［
一
八
一
三
］
〉
、
光
格
天
皇
御
譲
位
次
第
〈
文
化
十
四
［
一
八
一
七
］
〉
、
准
后
御
用
掛
記
・
瑞
放
光
院

宮
御
本
所
掛
加
勢
記
〈
文
政
九
［
一
八
二
六
］
〉
、
竹
御
所
御
用
掛
雑
記
〈
天
保
十
三
［
一
八
四
二
］
〉
、
長
橋
殿
雑
記
・
欽
宮
御
方
御
用

仮
日
記
〈
天
保
六
［
一
八
三
五
］
〉
、
服
仮
問
答
、
思
ひ
の
儘
の
記
（
日
本
随
筆
大
成
・
一
期
一
三
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
内
、

（
９
）

温
故
録
と
服
仮
問
答
は
無
窮
会
図
書
館
に
も
蔵
さ
れ
る
。

の
り
み

な
お
、
無
窮
会
に
は
息
男
章
甫
の
著
述
も
少
な
か
ら
ず
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
「
章
武
」
の
印
が
あ
る
も
の
の
、
本
書
に
章

甫
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。

勢
多
章
甫
は
、
天
保
元
年
五
月
二
三
日
生
（
一
八
三
○
年
七
月
十
二
日
）
、
七
歳
に
て
正
六
位
上
に
叙
せ
ら
れ
父
同
様
左
衛
門
大
志

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
累
遷
し
て
安
政
四
年
閏
五
月
二
十
日
（
一
八
四
九
年
七
月
九
日
）
、
正
五
位
下
、
同
五
年
正
月
十
一
日
に

は
二
九
歳
に
し
て
父
の
跡
を
継
い
で
、
明
法
博
士
を
兼
任
す
る
に
至
る
（
「
勢
多
氏
備
忘
」
）
。

（
岨
）

布
施
弥
平
治
『
明
法
道
の
研
究
』
は
、
文
久
（
一
八
六
一
～
一
八
六
四
）
度
の
「
掌
中
職
原
肇
要
大
成
』
を
引
い
て
、

「
明
法
博
士

検
非
違
使

中
原

勢
多
正
五
位
上
章
甫
」
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③
『
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
」
の
記
述
方
法
に
つ
い
て

「
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
』
の
版
面
は
、
図
①
～
③
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

日
本
最
後
の
明
法
博
士
を
返
上
し
た
勢
多
章
甫
は
、
後
に
宮
内
省
の
支
庁
に
勤
務
し
、
明
治
二
七
年
十
二
月
八
日
、
六
十
四
歳
を

も
っ
て
京
都
に
お
い
て
病
没
し
て
い
る
が
、
そ
の
問
、
『
古
事
類
苑
」
の
編
纂
に
も
尽
力
し
、
帝
王
部
九
冊
は
勢
多
家
の
家
学
の
穂
奥

（
Ⅲ
）

を
凝
ら
し
た
書
物
と
な
っ
て
い
る
。
無
窮
会
に
本
書
が
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
神
習
文
庫
旧
蔵
者
、
井
上
頼
国
が
宮
内
省
図
耆
寮

に
奉
職
し
て
い
た
機
縁
で
あ
ろ
う
。

と
見
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
に
は
定
員
二
名
の
明
法
博
士
の
ほ
か
の
一
名
が
み
え
な
い
か
ら
、
欠
員
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
、

「
章
甫
は
実
に
わ
が
国
に
お
け
る
最
後
の
明
法
博
士
で
あ
り
、
明
治
に
い
た
り
、
官
制
の
大
改
革
に
よ
っ
て
明
法
博
士
を
辞
し
た
よ
う

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

鐸
識
輝
癖
癖
舞
篭
穂
穏
鵡
密
穏
寵
撫
嶺
獺
認
薙
蕊
篭
幕
魂
蕃
蕊
謡
畷
鍛
灘
蕊
繩
鍛
癖
壗
鰯
鰯
蝿
癖
聯
職
識
辮
諏
癖
辮
識

？

’

|麹
承占

壕
幾
ｍ
感
》
、

〕
串
貼
に
、
串
ｆ
ｔ胸

蕊
錦
諜

＃Mへ

燕
戯
画
や
．
：
幕
神
祇
四

lﾄ

ア
》 蚤

禰
癖
蕊
爺
鷲
顎

艀
駒
叶
慰
庁
幅
驍
岬
幟
陶
畦
翻
一
》

祥
謹
争
↑
詫
硬
一

由
銀
尽
墜
申
ャ
、
星

卓
小
ザ
・
・
与
季
典
甜
噛
壹
一
系
‐
糸
１
一

狩
抵
六

I
再田

I
卸
雛
香
‐
官

浮
部
秤
郡

‐
一
苛
気
爵

‐
秘
法
‐
‐
‐
‐
‐
‐蕊

一
蕊
》
藤…

・
ロ
松
Ｉ
訳
‐

塒
．
。
法
・
溌
命
八 嫌|:ズ蓬

難
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、
：
：
．
．
「
容
塾
」
（
土
佐
容
塾
蔵
版
本
）

△
．
：
．
：
「
佐
野
０
（
墨
書
）
家
蔵
（
青
筆
）
」

「
朱
書
鴨
林
家
（
赤
筆
と

▽
△
・
…
：
「
所
得
記
之
［
青
筆
］
／
都
九
十
五
冊
［
朱
書
］
」
（
自
身
が
入
手
し
た
鮖
冊
）

、
：
．
…
「
東
本
六
十
一
冊
」

さ
ら
に
、
書
中
で
は
、
朱
・
燈
・
青
・
紺
・
黒
筆
を
使
用
し
て
書
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
・
項
目
に
注
記
さ
れ
て
い
る
。

本
目
録
に
記
載
さ
れ
る
部
立
の
記
述
態
度
は
、
基
本
的
に
、
所
蔵
の
本
お
よ
び
校
勘
に
使
用
し
た
典
籍
に
書
か
れ
る
部
立
名
の
原
表

記
を
尊
重
し
て
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
後
述
の
対
照
表
の
凡
例
も

か
ね
て
、
そ
の
特
徴
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、

①
編
次
の
序
列
で
推
定
可
能
な
部
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
第
の
数
を
あ
え
て
欠
い
て
い
る
も
の
が
見
え
る
こ
と
。

※
巻
一
九
は
「
神
祇
」
と
だ
け
記
し
て
編
次
の
序
数
を
欠
い
た
記
載
が
あ
る
一
方
で
、
編
次
の
並
び
方
に
よ
っ
て
内
訳
が
推

定
可
能
な
巻
一
七
・
巻
一
八
で
は
、
そ
れ
を
欠
巻
の
扱
い
に
し
て
い
る
。

※
巻
二
二
と
巻
二
三
に
「
帝
王
三
」
が
重
出
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
巻
二
二
に
は
数
字
を
青
筆
で
記
す
）

図
版
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
「
類
聚
国
史
」
全
二
○
○
巻
の
目
録
を
列
挙
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
身
が
参
看
し
た
と
思
し

き
害
の
符
号
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
武
立
、
細
目
、
お
よ
び
各
耆
の
残
存
状
況
と
料
紙
数
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

校
勘
に
使
用
し
た
諸
本
と
そ
れ
を
略
記
し
た
符
号
の
凡
例
に
つ
い
て
は
、
二
丁
表
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

□
…
…
「
陽
明
家
」

○
・
…
：
「
逸
史
」
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※
巻
八
二
「
政
理
四
」
・
巻
八
三
「
政
理
」
・
巻
八
四
「
政
理
六
」
は
記
載
さ
れ
る
。

②
色
遣
い
を
分
け
て
各
書
の
記
載
を
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。
中
に
は
巻
八
八
・
巻
八
九
の
よ
う
に
、
青
筆
と
朱
筆
と
で
以
て
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、

実
際
の
記
載
で
は
、
た
と
え
ば
、
巻
一
六
「
京
都
上
」
、
巻
一
七
「
－
－
下
」
な
ど
の
よ
う
に
、
略
表
記
で
表
さ
れ
て
い
る
。

現
存
の
巻
の
巻
は
黒
墨
を
使
用
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
青
筆
、
朱
筆
な
ど
を
使
用
し
て
記
載
さ
れ
た
巻
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
今
な

お
の
不
明
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
詳
細
は
、
次
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

た
だ
し
、
巻
六
一
・
巻
八
八
・
巻
八
九
の
よ
う
に
、
青
ま
た
は
朱
書
に
て
記
さ
れ
る
が
現
存
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
当
時

の
『
類
聚
国
史
』
の
流
布
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
が
ど
こ
の
巻
に
配
置
さ
れ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
推
定
が
働
い
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
巻
二
○
○
付
近
ニ
ニ
オ
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
百
ｖ
公
渤
駆
砺
上
淵
Ａ

こ
れ
は
、
各
数
字
の
下
に
記
さ
れ
た
小
見
出
の
記
事
が
、
ど
の
部
立
て
に
配
置
さ
れ
る
も
の
か
、
検
討
し
た
痕
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
抹
消
さ
れ
た
「
渤
海
上
」
と
い
う
項
目
は
、
現
存
『
類
聚
国
史
』
で
は
巻
一
九
三
の
殊
俗
の
下
に
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
項

（
卿
）

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
市
△
ｌ
職
塑
半
用
宮
内
－

＃
九
十
九

九
十
九

！

巻
末
（
官
）
Ｍ
州 茎 栗

三
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以
下
に
、
「
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
』
に
記
さ
れ
た
部
名
と
、
現
存
「
類
聚
国
史
』
（
推
定
を
含
む
）
と
の
比
較
表
を
示
す
。
表
の
作

成
に
あ
た
っ
て
は
、
「
現
存
」
に
て
、
国
史
大
系
本
に
記
載
の
部
名
を
示
し
、
に
て
、
「
推
定
」
に
て
、
吉
岡
論
文
記
載
の
二
類
聚
国

史
』
「
欠
供
部
門
復
元
表
」
に
記
載
さ
れ
る
推
定
部
立
を
示
し
、
そ
れ
に
「
勢
多
目
録
」
に
て
、
「
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
』
の
記
載
状

況
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
補
足
事
項
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
の
配
列
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
成
り
立
っ
て
い
た
か
を
【
推
一

に
て
示
し
。
【
勢
】
に
て
『
勢
多
本
」
の
記
載
状
況
を
付
属
し
て
示
し
た
。

な
お
、
『
類
聚
国
史
」
の
配
列
に
は
、
令
制
職
員
令
に
基
づ
く
二
官
八
省
体
制
下
に
お
け
る
の
各
部
署
の
職
掌
で
必
要
と
さ
れ
る
故

実
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
の
構
造
は
、
後
に
『
延
喜
式
』
さ
ら
に
は
、
後
代
の
官
制
注
釈
書
へ
と
受

け
継
が
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
参
考
と
し
て
各
官
各
省
の
職
掌
事
項
と
各
部
立
と
の
比
較
を
一
案
と
し
て
見
出
し

に
示
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

目
も
、
い
ず
れ
も
抹
消
さ
れ
て
い
る
の
で
、
目
録
に
は
反
映
さ
れ
ず
、
説
に
は
採
択
さ
れ
て
い
な
い
。

1

【
四
］
『
類
聚
国
史
』
欠
供
部
の
復
原
と
、
勢
多
本
目
録
と
の
比
較
（
部
名
比
較
）

1

1
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勢多本類聚国史目録のこと

〔
１
〕
神
祇
官
と
神
祇
部
（
巻
一
～
巻
二
十
）

【
二
官
八
省
一

太
政
官

左
大
臣

太
政
大
臣

右
大
臣

大
納
言

左
弁
官

少
納
言

右
弁
官

中
務
省

式
部
省

治
部
省

民
部
省

兵
部
省

刑
部
省

大
蔵
省

宮
内
省

－79－

現
存

■
■
■
■
■
二
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
●
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
凸

推
定

巳
■
■
■
■
。
■
Ｂ
色
■
■
■
■
■
・
■
■
Ｂ
ａ
■
■
■
日
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
二

勢
多
目
録

巻
数

神
祇
一

神
祇
一

巻
○
’

神
祇

神
祇
二

巻
○
二

神
祇
三

神
祇
三

巻
○
三

神
祇
四

神
祇
四

巻
○
四

神
祇
五

Ｆ
Ｂ
８
０
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
Ｕ
Ｕ
ｂ
■
■
■
Ｂ
Ｆ
ａ
ｇ
■
曲
二
■
甲
凸
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
８
０
■
ワ
■
■
Ｕ
・
■
■
■

。
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
、
直
■
■
■
■
■
■
■
ｅ
■
■
■
白
日
■
■
■
■
■
廿
巳
一
■
■
・
ａ
ｑ
ｇ
・
■
■
■

神
祇
五

巻
○
五
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【
推
】
巻
一
七
・
巻
一
八
は
前
後
の
巻
の
部
門
名
と
そ
の
序
次
に
よ
り
、
巻
一
九
は
、
巻
二
五
の
部
門
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

勢
多
目
録

現
存

■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
Ｂ
ａ
■
■
＆
■
■
■
■
・
凸
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
凸
■
■
凸
■
■
■
■
■
ぬ
■
■
▲

推
定

神
祇
十
六

神
祇
十
六

神
祇
十
七

神
祇
十
八

神
祇

神
祇
十
九

守
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
巳
■
■
■
■
凸
■
■
、
■
■
■
Ⅱ
日
■
Ⅱ
日
・
■
■
■
Ⅱ
■
・
■
■
・
■
、
、
■
■
・
■
■
■

神
祇
二
十

》
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
Ⅱ
ｇ
Ｇ
８
Ｕ
■
■
■
凸
■
■
血
■
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
▲
■
け
■
■
■
■
■
■
■

巻
数

巻
一
六

巻
一
七

巻
一
八

巻
一
九

巻
二
○

【
推
一
巻
一
二
・
巻
一
三
は
前
後
の
巻
の
部
門
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

■
一
■
■
《
■
■
一
■
日
二
■
Ｕ
・
■
Ｂ
ａ
■
■
一
■
■
《
■
■
《
■
Ｇ
二
■
■
■
■
■
一
■
●
凸
■
■
一
■
■
一

推
定

■
凸
■
■
凸
■
■
・
８
０
凸
■
■
■
■
■
二
■
■
６
６
凸
■
■
《
■
■
凸
■
■
《
■
■
一
■
■
凸
■
■
《
■
■
一

勢
多
目
録

神
祇
十
一

神
祇
十
一

神
祇
十
二
［
密

神
祇
十
二

神
祇
十
一
三
密

神
祇
十
三

神
祇
十
四
［
響

神
祇
十
四

神
祇
十
五

守
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
＆
■
ワ
・
口
ｇ
▲
■
■
●
８
口
■
■
■
■
■
■
＆
Ⅱ
。
■
■
囚
・
■
、
■
■
■
・
■
、
。
■
Ｕ
■

亨
凸
■
Ｕ
・
■
■
凸
■
９
口
■
■
凸
■
■
Ｄ
■
Ｕ
■
■
Ｕ
ａ
８
■
・
■
■
・
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
で
。
■
■
■
■
■
色
■
守
口

神
祇
十
五

巻
数

巻
’
一

巻
■■■■■■■

■■■■■■

－

巻

巻
一
四

巻
一
五

【
推
】
巻
○
六
・
巻
○
七
は
前
後
の
巻
の
部
門
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｃ
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
▽
凸
■
■
一
■
■
巳
《

推
定

■
■
■
〃
■
■
、
■
■
Ｂ
曲
■
■
凸
■
ｑ
■
■
Ｕ
■
■
■
凸
■
、
一
○
■
▽
■
■
、
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
▲

勢
多
目
録

神
祇
六

神
祇
六

神
祇
七

神
祇
七

神
祇
八

神
祇
八

神
祇
九

神
祇
九

神
祇
十

画
・
■
■
■
■
■
・
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
・
■
■
ロ
Ⅱ
■
・
■
■
■
■
甲
凸
■
■
且

画
■
■
ｇ
■
■
ｒ
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ａ
■
■
０
■
■
■
■
■
０
■
■
凸
■
ｇ
■
■
甲
■
■
■
０
■
ザ
▲
■
■
■
■
■
■

神
祇
十

巻
数

巻
○
六

巻
○
七

巻
○
八

巻
○
九

巻
一
○



勢多本類聚国史目録のこと

〔
２
〕
帝
王
部
・
立
后
・
後
宮
・
諸
王
・
人
部
と
太
政
官
中
務
省
（
巻
二
十
一
～
巻
六
十
九
ま
で
）

-81-

現
存

■
一
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
ｇ
凸
■
ｇ
ｏ
■
■
・
■
■
一

推
定

口
岳
■
ｐ
・
■
■
凸
■
■
・
■
、
▲
■
■
凸
■
■
■
■
■
・
■
■
＆
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
、
凸
■
■
■
■
Ｕ
《

勢
多
目
録

帝
王
十
一

帝
王
十
一

帝
王
十
二

帝
王
十
一
一

帝
王
十
三

帝
王
十
三

帝
王
十
四

帝
王
十
四

帝
王
十
五

》
■
■
■
■
■
Ｕ
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
・
■
Ⅱ
Ｂ
■
■
■
由
Ⅱ
ｐ
《
■
■
マ
■
Ⅱ
Ｂ
Ｇ
口
■
■
■
■
《
■

画
■
■
Ｕ
■
■
、
■
■
、
■
■
■
■
■
、
血
■
■
■
■
、
■
■
ｐ
、
■
■
■
■
Ｂ
■
■
８
■
■
■
■
■
■
〃
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ｂ
Ｕ
Ｄ
■
■
《
■

帝
王
十
五

巻
数

巻

巻

巻

巻
三
四

巻
○
三
五

【
推
一
巻
二
六
・
二
七
・
二
九
・
三
○
は
前
後
の
巻
の
部
門
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

Ｕ
凸
■
■
■
■
■
・
日
日
■
■
■
・
■
Ｕ
■
■
■
・
■
■
■
■
■
凸
■
ｇ
“
■
■
□
■
■
・
■
Ｕ
■
■
■
“
■
●
《

推
定

■
■
■
■
■
Ⅱ
■
色
■
Ｄ
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
８
■
■
■
■
■
ｅ
■
■
■
■
■
■
８
■
Ｕ
Ｂ
Ｈ
ｇ
凸
■
■
■
日
日
二

勢
多
目
録

帝
王
六

帝
王
七
黒
］

帝
王
七

帝
王
八

帝
王
八

帝
王
九
塁
］

帝
王
九

■
■
■
■
色
■
Ｕ
■
■
■
Ｄ
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
Ｕ
Ｄ
Ｂ
甲
■
■
ｑ
■

帝
王
十

。
《
■
■
■
二
日
■
■
４
■
。
▲
■
。
■
■
》
ｂ
■
■
今
８
■
甲
■
■
■
■
■
■
』
■
■
■
■
■
■
■
■
■
あ
●
甲
＆
■
■
凸
５
口
。
■
■
甲
■

巻
数

巻
一

’
一
ハ

巻
二
七

巻
二
八

巻
二
九

巻
三
○

【
推
一
巻
二
一
～
二
四
は
巻
二
五
の
部
門
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

■
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
曲
Ⅱ
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一
ら
■
、
■
■
■
●
■
■
・
■
８
■
■
■
▲
■
■
・
■
■
▲

推
定

■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
８
凸
■
■
■
■
・
■
■
Ｑ
毎
岳
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
・
■
■
・
■
■
■
■
■
凸

勢
多
目
録

帝
王
一
［
酒

帝
王
一

帝
王
三
［
鵬
一
茜

帝
王
二

帝
王
三
［
密

帝
王
三

帝
王
四
［
醤

帝
王
四

帝
王
五

－
０
６
句
且
■
■
●
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｅ
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■

画
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
●
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
血
■
■
血
■
■
■
■
■
国
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
８
■

帝
王
五

巻
数

巻

巻
■■■■■■

U ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

I■■■■■

l■■■■■■■

巻

巻
二
四

巻
二
五
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現
存

●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
■
●
■
曰
仔
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
日
■
Ⅱ
ｇ
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
凸

推
定

■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
リ
ニ
■
■
■
“
■
■
■
■
■
■
■
甲
■
■
■
凸
■
■
凸
■
ｇ
■
■
■
■
■
９
■
■
■
▲

勢
多
目
録

諸
王
屍
］

東
宮
一

［
鏥
水

11

東
宮
一

一
［
諏
水

11

諸
王
屍
］

東
宮
三
犀
水
］

皇
親
犀
水
］

写
日
日
・
■
■
■
０
■
■
■
■
■
日
日
・
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
Ⅱ
■
■
日
。
Ｂ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｕ
■

人
一

。
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
凸
Ⅱ
８
■
■
Ｂ
巳
Ⅱ
Ｕ
ａ
■
８
凸
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
巳
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｕ
■

人
［
報
］

巻
数

巻
四
一

巻
四
二

巻
四
三

巻
四
四

巻
四
五

【
推
】
現
存
諸
本
巻
四
○
に
は
序
次
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
坂
本
説
の
よ
う
に
「
後
宮
部
」
が
複
数
巻
に
わ
た
る
と
は
考

え
づ
ら
い
。
清
水
説
の
よ
う
に
、
後
宮
職
員
令
に
は
「
後
宮
」
は
「
謂
。
妃
夫
人
婚
。
」
（
義
解
）
で
あ
っ
て
、
『
類
聚
国
史
』
巻

四
○
の
記
載
も
左
記
の
よ
う
に
、
後
宮
職
員
令
を
尊
重
し
た
形
跡
が
う
か
が
え
る
。

［
参
考
］
巻
仙
・
後
宮
部
：
：
：
妃
、
夫
人
、
婚
、
女
御
〈
年
給
官
．

司
、
宮
人
職
員
、
閾
司
、
采
女
〈
女
蠕
恥
附
出
〉

月
料

入
道
・
追
福
恥
附
出
〉
、
幸
姫

、

官
人
職
員
、
内
侍

現
存

■
二
■
Ｕ
二
■
１
■
！
一
Ⅱ
Ｉ
■
■
ロ
ー
■
■
■
■
■
・
■
巳
亘
■
ｐ
国
■
■
二
■
■
一
■
■
今
Ⅱ
０
二
８
５
一

推
定

■
●
■
Ｕ
▲
日
日
・
■
■
国
Ⅱ
Ｉ
今
日
０
－
■
■
一
■
■
合
■
■
画
■
■
一
■
■
今
Ⅱ
８
国
Ⅱ
’
二
Ⅱ
日
■
■
■
一

勢
多
目
録

帝
王
十
六

帝
王
十
六

帝
王
十
七
［
響

皇
后
一
羅
水
］

後
宮
愚
噛

立
后
［
善

皇
后
二
［
清
水

潔

後
宮
愚
瞥

1 8

皇
后
号

皇
后
三
羅
水
］

後
宮
［
綴
］

後
宮

》
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
▲
■
、
■
■
、
■
Ｂ
Ｕ
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
由
■
ｐ
■

》
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
』
■
■
■
▲
Ｂ
■
阜
■
■
ｅ
■
■
■
■
■
■
■
由
Ⅱ
Ｕ
Ｏ
Ｂ
・
■
■
■
、
■
。
■

後
宮

巻
数

巻
q■■■■■

■■■■■

一
一
ハ

巻
三
七

巻
三
八

巻
三
九

巻
四
○



勢多本類聚国史目録のこと

た
み
人
一
、

－83－

現
存

Ｕ
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
凸
■
Ｄ
■
■
■
■
■
■
《
■
■
ザ
■
■
■
Ｇ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
弓
■
Ⅱ
。
■
Ⅱ
Ｕ
凸
■
■
■
■
■
一

推
定

■
凸
■
Ｕ
血
■
、
由
日
甲
凸
■
■
二
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
《

勢
多
目
録

人
七

人
八

人
九
［
雷

人
九

人
十
［ 人

十 人

》
■
Ⅱ
巳
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
Ｕ
一
■
■
■
』
■
■
旬
■
Ⅱ
Ｂ
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
▲
■
■
Ｂ
■
Ｂ
■
Ｂ
Ｔ
且

人
十
一

守
・
■
■
日
・
日
日
■
■
■
■
■
■
ぬ
■
■
・
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
ｇ
■
Ⅱ
日
■
Ⅱ
■
■
■
■
Ｄ
■
■
■
■
■
■
日
日
■

巻
数

巻
五
一

巻
五
二

巻
五
三

巻
五
四

巻
五
五

現
存

。
■
■
■
凸
Ⅱ
８
■
■
ｐ
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
ｑ
■
■
■
■
Ⅱ
■
凸
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■

推
定

■
●
■
■
■
呂
守
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
５
口
日
ロ
■
■
■
、
■
■
、
■
■
Ｂ
ａ
■
■
■
■
Ｕ
■
且
巳
■
■
Ｕ
■
■
ｇ
▲

勢
多
目
録

人
［
轡

人
一
一

人
帰
］

人

人
四
［
極

人
四

人
五
［
苫

人
五

。
。
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
・
■
Ｕ
・
■
■
■
■
・
■
■
■
・
■
■
血
■
■
■
Ⅱ
■
・
■
■
・
日
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
・
■
■
０
日
・
■

人
六

。
■
■
巳
■
■
、
凸
■
▼
《
８
■
■
■
■
■
一
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
Ｂ
ａ
■
８
■
■
■
凸
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
８
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｕ
▲
■
■
■

巻
数

巻
四
六

巻
四
七

巻
四
八

巻
四
九

巻
五
○

現
存

句
』
８
８
－
■
８
－
■
■
一
■
■
・
■
Ｂ
二
■
Ｂ
二
■
■
■
Ⅱ
Ｂ
』
■
■
』
■
■
一
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
一
日
ｇ
■

推
定

■
凸
■
■
凸
■
■
■
■
■
⑧
■
”
■
■
■
凸
■
■
一
■
Ｕ
・
■
■
《
■
■
《
■
■
二
■
■
凸
■
■
二
■
■
■
■
■
■

勢
多
目
録

巻
数

人
十
二
［
雷

人
十
二

巻
五
六

人
十
三
［
雷

人
十
三

巻
五
七

人
十
四

巻
五
八

人
十
五

巻
五
九

”
■
■
・
画
日
日
凸
■
■
《
１
１
■
■
巴
』
■
■
凸
■
■
・
日
Ｕ
■
■
・
■
日
日
・
日
日
二
日
Ｂ
■
■
Ｂ
ａ
■
■
凸
日
■
・
■
６
日

人
十
六

□
・
日
日
・
日
日
二
日
０
画
Ⅱ
０
．
１
Ｕ
凸
■
９
国
Ⅱ
日
生
８
８
．
日
Ⅱ
ロ
日
日
凸
日
日
・
６
５
■
■
■
一
■
■
■
■
■
一
■
■
Ｉ
■

巻
六
○



〔
３
〕
式
部
省
と
歳
時
部
（
巻
七
十
一
～
巻
七
十
五
ま
た
は
七
十
六
）

－84－

【
推
一
巻
七
○
は
巻
七
一
の
部
門
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
舎
■
■
一
■
■
一
■
■
二
■
■
■
■
■
｛
■
■
一
■
■
《
■
■
■
■
一
■
Ｕ
■

推
定

■
１
８
日
』
■
■
■
■
■
白
■
■
－
８
１
１
■
８
－
■
■
《
■
■
』
■
９
１
０
８
－
■
■
一
■
■
』
■
■
』
■
■
■

勢
多
目
録

人
二
十
二
［

人
二
十
二

人

人
二
十
三
［
画

人
二
十
三

人
二
ト
ー
四
昂
］

人
二
十
四

人
二
十
五

■
■
Ⅱ
ｇ
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■
８
■
ａ
■
Ｕ
■
■
。
ｄ
■
●
■
■
■
■
■
●
ぬ
■
９
曲
■
■
■
■
■
曲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■

歳
時
一

■
■
■
■
■
■
Ｕ
■
Ⅱ
日
■
■
■
血
■
■
■
■
■
●
日
守
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
Ⅱ
日
■
Ⅱ
日
■
Ⅱ
Ｄ
』
■

巻
数

巻
÷

ノ、

÷

ノ、

巻
六
七

巻
六
八

巻
六
九

巻
七
○

【
勢
一
巻
五
六
・
巻
五
七
は
、
も
と
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
五
五
・
巻
五
六
に
配
さ
れ
て
い
た
が
、
墨
筆
の
移
動
記
号
に
よ
り
、
巻
五
六

巻
五
七
に
記
す
。

巻
六
一
は
右
に
「
莞
卒
」
と
朱
書
。

現
存

■
一
■
■
■
０
．
－
■
■
０
■
・
■
８
－
■
■
一
■
■
・
■
８
－
■
８
■
■
一
■
■
■
二
■
■
』
■
■
二
■
■
■

推
定

■
一
■
■
二
■
■
０
８
・
■
■
凸
Ⅲ
句
■
■
。
《
■
■
白
■
８
１
日
Ｇ
二
■
■
Ⅱ
０
－
１
，
二
■
■
二
■
■
の

勢
多
目
録

人
十
七
昂
］

人
十
七

人

人
十
八
局
］

人
十
八

人
十
九

人
二
十

■
凸
■
■
昼
■
■
一
■
■
凸
■
■
ａ
■
日
■
■
■
▲
■
■
一
■
■
・
■
ｇ
凸
■
Ｂ
・
■
■
●
■
■
■
■
■
昼
■
■
凸
■
■
・
■
Ｂ
■

人
二
十
一

■
一
■
■
二
日
。
■
Ⅲ
。
］
■
■
二
■
■
■
国
■
一
■
■
・
■
■
］
■
■
・
■
■
一
■
■
●
０
■
・
■
５
－
■
■
一
■
９
．
■
Ｕ
■

人
二
十
一
［
轡

巻
数

巻
六
一

巻
六
二

巻
六
三

巻
六
四

巻
六
五

現
存

巻
数

歳
時
二

巻
七
一

歳
時
三

巻
七
二

歳
時
四

巻
七
三

歳
時
五

巻
七
四

歳
時
六

巻
七
五
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II

l I

II

勢｜｜
多｜推｜
目I定｜
録II

ll

II

II

－

l I

I I

I I

l l

I1

歳｜I
時｜｜
一II

－II

Il

lI

II

II

I1

－

I I

I I

Il

Il

I1

歳｜｜
時｜｜
一11
一

、Il

l I

I l

II

II

I I

－

lI

II

I l

I I

l 1

歳｜I
時’’
四II

Il

II

Il

lI

11

－

11

11

1 1

1 1

1 1

歳｜｜
時’’
五 I ’

11

11

11

11

11

－

11

11

11

10

11

歳II
時lI
r,11

ノ、ll
lI
II
I1
11
11

〔
４
〕
治
部
省
と
音
楽
部
（
巻
七
十
七
）
・
實
宴
部
（
巻
七
十
八
）

〔
５
〕
民
部
省
と
政
理
部
（
巻
七
十
九
～
八
十
六
）

－85－

【
推
一
巻
八
一
・
巻
八
二
・
巻
八
五
は
、
前
後
の
巻
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

勢
多
目
録

政
理
三
［
醤

政
理
四
［
雷

政
理

政
理
六
厘
六
醤

推
定

政
理
三

政
理
四

政
理
七

現
存

政
理
五

政
理
六

巻
数

巻
八
一

巻
八
二

巻
八
三

巻
八
四

巻
八
五

【
推
一
巻
七
六
は
、
坂
本
・
山
田
に
よ
る
推
定
。

勢
多
目
録

音
楽

奉
献
賞
宴

政
理
一

政
理
二

推
定

歳
時
七
凧
濠
］

現
存

音
楽
賞
宴
上

賞
宴
下
奉
献

政
理
一

政
理
二

巻
数

巻
七
六

巻
七
七

巻
七
八

巻
七
九

巻
八
○



〔
７
〕
欠
巻
（
巻
九
十
一
～
九
十
五
）

欠
巻
の
た
め
不
明
。
二
官
八
省
の
配
列
規
則
に
準
じ
た
編
蟇
原
理
が
あ
る
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
欠
巻
部
分
に
は
、
大
蔵

省
・
宮
内
省
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
は
、
「
令
」
職
員
令
と
同
じ
職
が
列
挙
さ
れ
る
巻

第
百
七
最
終
部
「
家
令
」
ま
で
の
関
連
す
る
記
事
が
挙
例
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

〔
６
〕
兵
部
省
・
刑
部
省
と
刑
法
部
（
巻
八
十
七
～
八
十
九
）

－86－

推
定

現
存

巻
数

巻
九
一

巻
九
二

巻
九
三

巻
九
四

巻
九
五

【
推
】
巻
九
○
は
、
巻
八
九
刑
法
部
三
の
項
目
が
「
罪
人
中
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
推
定
。

〆

【
勢
一
巻
八
七
は
「
同
一
こ
墨
］
の
右
に
「
刑
法
」
異
］
と
傍
書
。
巻
○
八
八
は
、
「
同
三
」
塁
］
の
右
に
「
同
上
」
［
笛
と
傍
書
。

現
存

■
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
巳
《
■
■
一
■
■
一
■
■
二
■
■
■
■
■
一
■
■
今
日
。
－
Ⅱ
８
－
■
■
一
■
ｇ
■

推
定

■
一
■
Ｕ
一
■
■
■
■
室
全
■
■
《
■
■
一
■
■
二
■
■
一
■
■
一
■
８
－
■
■
舎
■
■
日
日
ワ
ー
■
■
二
■
ロ
■

勢
多
目
録

政
理
八

刑
法
一

刑
法
一

刑
法
二
［
苫

刑
法
二

刑
法
三
［
畔
］

刑
法
三

■
▲
■
９
▲
■
９
』
■
Ｕ
▲
■
■
■
■
甲
■
■
■
二
■
■
▲
■
■
凸
■
■
凸
■
■
一
■
■
■
■
■
一
■
■
』
■
■
・
■
ｇ
■
■
■
■

刑
法
四

町
当
日
Ｉ
白
Ⅱ
’
一
Ⅱ
８
－
Ⅱ
日
今
日
１
－
０
８
■
日
で
■
■
号
二
■
■
一
日
Ｕ
二
■
■
■
■
■
二
■
■
一
■
■
二
日
日
．
■
日
ａ

巻
数

巻
八
六

巻
八
七

巻
八
八

巻
八
九

巻
九
○
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〔
８
〕
職
官
部
（
巻
九
十
六
～
百
十
二
）

－87－

【
推
一
山
田
孝
雄
は
、
巻
九
一
～
巻
九
五
を
「
刑
法
部
四
～
九
」
と
推
定
す
る
。

勢
多
目
録

【
推
一
巻
一
○
二
～
巻
一
○
五
は
、
前
後
の
巻
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

■
一
■
■
』
■
８
－
■
■
』
８
９
《
日
日
二
■
■
一
■
■
一
■
■
凸
■
ワ
ー
■
■
』
■
■
二
■
８
－
■
■
一
日
Ｄ
Ｂ

推
定

■
一
■
■
二
■
■
二
■
６
－
■
Ｕ
二
■
■
一
■
■
二
■
Ｕ
』
■
Ｕ
』
■
■
■
■
』
■
■
』
■
■
一
■
■
』
■
■
■

勢
多
目
録

職
官
六

職
官
六

職
官
七

職
官
八
［
醤

職
官
八

職
官
九

■
凸
■
■
血
■
■
凸
■
ｇ
■
■
■
ぬ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
巳
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
、
■
■
■
■

職
官
十

■
・
■
■
・
■
Ｄ
Ｂ
■
■
・
■
■
▲
■
申
・
■
■
■
■
■
凸
■
。
■
■
■
凸
■
。
。
■
■
・
■
■
凸
■
■
■
■
甲
凸
■
■
色
■
ｐ
■

巻
数

巻
一
○
’

巻
一
○
二

巻
一
○
三

巻
一
○
四

巻
一
○
五

【
推
】
巻
九
六
～
巻
九
八
は
、
巻
九
九
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

【
勢
一
巻
九
三
は
、
元
「
職
官
四
」
と
記
し
て
抹
消
。

現
存

■
■
０
●
■
■
■
０
一
■
①
■
■
■
０
■
■
０
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■
一
■
●
且

推
定

■
日
日
■
■
９
０
■
■
■
Ｉ
■
９
■
０
■
■
●
０
■
●
日
■
■
■
日
Ｂ
Ｕ
Ｇ
５
■

勢
多
目
録

職
官
一
［
雷

職
官
一

職
官
二
黒
］

職
官
二

職
官
三

職
官
四

職
官
四

■
■
■
・
一
■
■
』
■
■
■
■
・
■
■
■
●
日
各
・
■
■
●
■
０
．
日
■
▲
■
■
・
■
■
・
■
８
．
■
ｇ
・
■
■
・
■
８
－
■
■
■

職
官
五

■
凸
■
■
凸
■
■
一
■
■
■
■
・
《
■
■
凸
■
■
凸
■
■
』
■
ｇ
』
■
■
一
■
■
二
■
■
・
■
日
込
日
日
・
日
日
凸
■
■
』
■
■
■

職
官

巻
数

巻
九
六

巻
九
七

巻
九
八

巻
九
九

巻
一
○
○



〔
９
〕
京
都
部
（
巻
百
十
六
・
百
十
七
）
と
諸
国
部
（
巻
百
十
八
～
巻
百
三
十
六
あ
た
り
）

そ
の
他

－88－

現
存

■
二
■
■
一
■
■
二
■
■
一
■
□
０
０
二
日
■
二
■
■
■
■
－
０
９
■
■
■
凸
■
・
▲
■
ワ
■
■
■
一
日
■
凸

推
定

■
■
■
■
一
■
■
』
■
■
■
■
■
一
■
■
』
■
日
』
■
日
０
，
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
■

勢
多
目
録

巻
数

京
都
上
塁
］

巻
■■■■■■■

0

■■■■■■■

一
ハ

京
都
下
［
雷

巻
一
一
七

諸
国
一

巻
二
八

諸
国
二

巻
二
九

■
０
■
Ｕ
■
Ⅱ
ｑ
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
“
■
■
■
■
ロ
・
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
、
■
Ｂ
■
■
ｑ
●
■
■
■
■
ワ
血
■
、
凸

Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｃ
Ⅱ
８
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
昼
■
■
■
■
ｐ
●
■
■
■
■
■
■
二
■
■
■

巻
一
二
○

勢
多
目
録

推
定

現
存

巻
数

職
官
十
六
［
醤

巻

’
一
一

職
官
十
七
［
醤

巻
一
一
一
一

巻
■■■■■■■

－

■■■■■■ﾛ■

U■■■■

■■■■■■■

巻
一
一
四

巻
一
一
五

【
推
一
巻
一
○
六
は
、
前
後
の
巻
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
０
９
■
９
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

推
定

■
国
■
ｇ
二
■
■
一
■
８
二
日
日
０
８
■
Ｉ
１
日
一
■
５
－
■
ｇ
二
■
■
一
■
■
一
■
８
－
■
■
二
■
■
■

勢
多
目
録

職
官
十
一

職
官
十
二

職
官
十
三
［
轡

職
官
十
四
局
］

■
■
■
■
●
■
Ｄ
ａ
８
８
■
■
５
日
■
■
＆
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
甲
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
Ｇ

■
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
甲
■
Ⅱ
ｑ
■
■
Ｕ
■
Ⅱ
■
■
且
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

巻
数

巻
一
○
六

巻
一
○
七

巻
一
○
八

巻
一
○
九

巻
一
一
○
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現
存

■
・
■
■
一
■
■
』
■
■
一
■
Ｕ
《
■
Ｕ
■
■
■
一
■
■
一
■
■
一
Ⅱ
Ｉ
■
■
一
Ⅱ
Ｉ
－
８
９
Ｄ
■
■
■
■
Ｕ
■

推
定

■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
二
■
’
一
■
■
二
■
■
二
日
ｑ
《
■
■
一
■
８
１
●
二
■
８
一
日
■
■
■
■
■
８
口
■

勢
多
目
録

巻
数

現
存

■
■
■
■
０
■
》
■
■
■
■
■
で
■
■
■
一
■
■
凸
■
■
《
■
■
▲
■
■
凸
■
■
《
■
■
一
■
■
９
■
マ
ニ
ー
Ｕ
■

推
定

ワ
ニ
■
■
■
■
■
一
■
■
二
■
Ｕ
二
■
０
今
■
■
・
■
Ｂ
全
日
Ｕ
一
■
■
《
■
■
二
■
Ｕ
↑
■
■
一
■
８
二
■
■
●

勢
多
目
録

巻
数

現
存

■
一
■
■
ユ
■
■
《
■
■
一
■
０
－
■
８
－
■
■
一
■
９
－
■
■
一
■
７
－
■
Ｕ
《
■
巳
二
日
Ｂ
－
０
Ｂ
■
■
■
■

推
定

■
■
０
二
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
０
■
！
■
■
■
９
６
０
６
０
■
９
■
■
■

勢
多
目
録

巻
数

現
存

■
《
■
■
二
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
Ｕ
二
■
■
一
■
■
■
■
一
■
■
一
■
ロ
ー
■
■
一
■
■
■

推
定

甲
●
■
■
●
■
■
二
■
■
■
■
■
●
■
■
《
■
■
“
■
■
▲
■
■
《
■
■
｛
■
■
日
■
■
凸
■
■
《
■
■
《
■
■
■

勢
多
目
録

巻
数

諸
国
十
九

巻
一
三
六

諸
国
十
四

巻
諸
国
九

巻
一
二
六

巻
■■■■■■■■

一

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

一

巻
一
三
七

諸
国
十
五

巻
諸
国
十

巻

七

巻
■■■■■■■■

。■■■■■

一

1■■■■■

■■■■■■■

巻
一
三
八

巻 諸
国
十
一

巻
一
二
八

巻

巻
一
三
九

巻
一
三
四

諸
国
十
二

巻
一
二
九

諸
国
七

巻
一
二
四

■
・
Ｈ
ｇ
■
■
■
■
Ⅱ
ｑ
■
■
■
●
■
■
・
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■
Ｇ
ａ
■
ｑ
■
■
、
。
■
■
缶
■
■
■
■
■
・
Ｈ
ｇ
・
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
２
ｑ
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
画
■
■
■
■
■
■
●
■
巳
■
■
■
■
■
■
■
■
■
丘

巻
一
四
○

Ｆ
■
■
、
■
■
■
・
■
■
■
■
ｇ
ａ
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
凸
■
■
●
■
■
凸
■
■
ｂ
■
。
■
■
■
・
■
■
・
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
６
８
▽
■
■
■
血
■
■
■
■
■
■
■
■
▲
■
■
■
■
■
■
■
■
且

諸
国
十
八

巻
一
一
一
一
五

車
《
■
８
．
日
■
・
■
■
■
■
■
』
■
■
一
■
■
・
■
■
・
■
■
』
■
■
■
＆
■
凸
■
■
一
■
■
・
■
■
・
■
■
■
■
■
一
■
■
凸

■
・
■
■
■
■
■
凸
■
■
・
■
■
一
■
■
凸
■
■
■
■
・
二
■
■
垂
■
■
一
■
■
ぬ
■
■
・
■
Ｕ
・
■
Ｂ
ａ
■
８
口
■
■
一
■
■
●

諸
国
十
三

巻
一
三
○

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
せ
■
■
Ｅ
■
口
■
■
■
●
■
■
Ｈ
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
６
口
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■

■
■
Ⅱ
Ｕ
Ｏ
Ｂ
・
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
Ｂ
ａ
■
甲
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
・
■

諸
国
八

巻
一
二
五



－90－

現
存

■
一
■
■
●
■
■
一
■
■
一
■
■
。
■
■
ｅ
■
■
一
■
■
一
■
■
・
■
８
－
■
■
一
■
■
一
■
ロ
ー
■
８
－
■
■
凸

推
定

巻
数

巻
一
五
六

巻
一
五
七

巻
一
五
八

田
地
上

巻
一
五
九

■
一
■
■
・
■
■
・
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
』
■
■
凸
■
■
凸
日
、
凸
日
日
・
■
■
一
■
■
《
１
日
凸
■
Ｕ
』
■
■
巳
■
●
■

田
地
□

巻
一
六
○

現
存

■
」
■
Ｕ
一
■
■
“
Ⅲ
■
■
■
■
一
■
■
白
■
８
－
■
■
●
■
■
』
■
■
■
■
■
二
■
Ｕ
■
■
一
■
■
二
■
■
■

推
定

■
一
■
Ｕ
一
■
■
一
■
■
《
■
■
一
■
■
一
■
■
●
０
国
■
■
一
■
■
。
■
Ｕ
』
■
■
■
■
一
■
Ｕ
一
■
□
■

勢
多
目
録

巻
数

現
存

Ｕ
一
■
■
畠
Ⅱ
０
国
Ⅱ
’
二
■
Ｕ
二
日
■
一
■
■
《
■
■
■
■
８
《
■
８
－
■
Ｕ
■
■
５
１
■
■
型
Ⅱ
１
－
Ⅱ
Ｉ
■

推
定

■
一
■
■
」
■
■
一
■
■
一
■
■
０
■
Ｕ
一
■
■
■
■
■
一
■
■
二
■
■
』
■
■
一
■
■
《
■
Ｕ
・
■
■
二
■
１
■

勢
多
目
録

巻
数

現
存

■
一
■
■
』
■
■
』
■
■
－
８
９
．
■
■
一
■
■
二
●
■
《
■
■
一
■
■
●
■
■
一
■
■
■
■
■
■
日
一
■
８
百

推
定

■
■
■
５
－
■
０
－
■
■
凸
■
■
二
■
８
－
■
■
一
■
■
一
■
■
口
■
■
一
■
■
■
■
■
一
■
。
●
■
■
一
■
■
■

勢
多
目
録

巻
数

巻
一
五
一

文
上
［
雷

巻
一
四
六

殿
舎

巻
一
四
一

巻
一
五
二

文
下

文
下

巻
一
四
七

巻

四

巻
一
五
三

巻
一
四
八

巻
一
四
三

巻
一
五
四

巻
一
四
九

巻
一
四
四

弓
一
■
■
凸
■
■
・
Ｅ
ｐ
』
日
日
・
■
Ｕ
Ｑ
■
■
凸
■
■
凸
■
■
０
０
凸
８
０
“
日
日
凸
日
日
■
■
ｇ
《
■
Ｕ
二
■
■
《
Ⅱ
８
■

ワ
ー
■
■
Ｕ
●
■
。
、
■
Ｕ
■
日
日
＆
■
■
■
■
■
凸
■
■
凸
■
■
凸
■
日
ロ
Ⅱ
■
・
■
■
Ｂ
■
日
血
■
■
■
■
■
■
■
■
０
■
●
■

巻
一
五
五

■
二
■
■
画
日
日
・
日
日
二
日
６
口
■
■
。
■
Ｕ
１
■
■
畠
日
日
ロ
Ⅱ
０
二
■
■
二
日
Ⅱ
一
■
■
■
■
甲
Ｇ
Ｂ
■
凸
Ｉ
８
ａ
■
■
■

■
皇
■
■
・
■
■
■
■
■
・
日
日
凸
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
Ｕ
Ｂ
ｐ
ｒ
・
■
■
一
口
Ｂ
■
ロ
日
日
・
口
早
凸
■
■
・
６
８
凸
Ⅱ
Ｂ
■

巻
一
五
○

■
一
■
■
凸
■
■
ニ
ー
■
１
８
■
■
■
・
Ｇ
Ｂ
甲
日
日
■
Ｅ
Ⅱ
凸
５
８
。
■
■
・
１
日
凸
■
■
■
０
■
●
■
■
■
■
■
■
■
日
■
ａ

■
・
■
■
凸
Ⅱ
６
凸
Ⅱ
８
・
■
■
・
■
■
■
■
・
凸
■
■
■
■
６
凸
日
Ⅱ
一
■
■
■
■
８
一
二
Ⅱ
■
一
日
■
■
■
■
畠
日
日
■
■
■
●

巻
一
四
五
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推
定

災
異
六

仏
道
一

仏
道
二

現
存

災
異
五

災
異
七

巻
数

巻
一
七
一

巻
一
七
二

巻
一
七
三

巻
一
七
四

巻
一
七
五

【
推
】
巻
一
六
六
は
、
巻
一
六
五
お
よ
び
巻
一
七
○
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。
巻
一
六
七
～
巻
一
六
九
は
、
巻
一
七
○

の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

■
↑
■
■
二
■
■
二
■
■
国
■
■
二
■
■
再
■
■
二
■
■
↑
■
日
舎
■
■
一
■
■
●
０
－
■
■
一
■
■
“
■
■
■

推
定

ワ
ニ
■
■
一
■
■
一
■
８
－
■
■
二
■
８
－
■
■
国
■
Ｕ
凸
■
ロ
ー
■
巳
一
■
■
一
■
■
一
■
■
■
■
Ｕ
一
■
■
■

勢
多
目
録

祥
瑞
下
昴
］

祥
瑞
下

災
異
一
墨

災
異
一

災
異
二

災
異
三

災
異
四

。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
▲
■
■
血
■
巳
■
■
甲
■
■
・
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
Ｂ
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■

牢
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
ぬ
■
■
■
■
Ｆ
■

災
異
四
［
轡

巻
数

巻
一
六
六

巻
一
六
七

巻
一
六
八

巻
一
六
九

巻
一
七
○

現
存

■
一
■
■
凸
■
■
Ｉ
■
二
■
■
一
■
■
各
■
■
一
■
■
二
■
■
一
■
Ｕ
一
■
■
一
■
Ｕ
一
■
■
一
■
■
一
■
■
■

推
定

■
■
■
凸
■
■
一
日
口
８
Ｕ
６
０
６
１
■
０
■
■
Ｑ
■
０
９
日
０
。
。
■
日
０
口
■

勢
多
目
録

祥
瑞
上

■
・
■
■
・
■
■
■
■
■
■
８
町
■
■
■
・
■
■
■
■
、
■
■
■
・
■
■
血
■
■
■
■
５
口
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
日
■
■
■
■
■
■
●

町
ロ
■
■
』
■
■
二
■
■
凸
■
■
一
■
■
凸
■
■
。
■
０
▲
■
、
《
■
■
▲
■
■
▲
Ｈ
ｇ
１
日
凸
■
。
二
日
８
１
８
■
■
６
■

祥
瑞
上

巻
数

巻
一
六
一

巻
一
六
二

巻

エ
ノ、

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

巻
一
六
四

巻
一
六
五

【
推
］
巻
一
六
○
は
、
巻
一
五
九
の
部
名
に
よ
る
推
定
。
山
田
孝
雄
は
、
巻
一
六
○
・
巻
一
六
一
を
そ
れ
ぞ
れ
「
田
地
部
中
」
「
田

地
部
下
」
と
推
定
。

勢
多
目
録

田
地
上
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現
存

ロ
ー
■
■
』
■
日
Ｏ
■
里
８
８
白
Ⅱ
Ｉ
《
Ⅱ
８
二
■
９
二
■
８
－
■
８
二
■
■
一
■
■
二
■
■
二
■
８
１
■
８
■

推
定

■
■
■
Ｉ
Ｆ
■
■
”
■
８
■
０
■
８
巳
０
■
■
Ⅱ
Ｉ
６
１
６
９
Ｉ
■
０
■
■
９
凸

勢
多
目
録

仏
道
十
三

仏
道
十
三

仏
道
十
四

仏
道
十
四

仏
道
十
五
［
醤

仏
道
十
五

仏
道
十
六

仏
道
十
六

風
俗

甲
一
■
■
■
■
５
－
■
■
▲
■
■
▲
■
■
凸
■
■
一
■
■
凸
■
■
二
■
■
画
■
■
・
日
。
■
■
■
．
□
■
■
凸
■
ｑ
“
■
■
凸
■
■
●

可
二
■
■
凸
■
■
■
■
■
《
■
Ｕ
・
口
●
■
■
■
《
■
■
・
■
５
・
■
ｇ
▲
■
■
・
■
■
▲
■
■
＆
■
ｇ
』
■
■
▲
■
■
“
■
■
■

風
俗

巻
数

巻
一
八
六

巻
一
八
七

巻
一
八
八

巻
一
八
九

巻
一
九
○

【
推
】
巻
一
八
二
・
巻
一
八
三
・
巻
一
八
四
は
、
前
後
の
巻
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

現
存

■
■
■
■
０
■
■
０
１
ｌ
ｒ
６
０
６
０
日
日
■
■
８
１
■
日
■
日
■
■
■
■
■

推
定

■
■
■
■
』
■
■
一
■
■
一
■
日
一
Ⅱ
Ｉ
二
■
■
一
Ｊ
■
一
Ⅱ
Ｉ
Ｏ
Ⅱ
一
■
■
日
日
二
■
■
一
■
■
二
■
■
■

勢
多
目
録

仏
道
八

仏
道
九

仏
道
九

仏
道
十

仏
道
十
一

仏
道
十
二

■
ａ
■
■
■
■
ｇ
■
ｇ
■
■
■
Ｕ
●
■
■
》
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
由
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ワ
■

”
凸
■
■
・
■
■
・
日
Ｂ
ａ
■
■
・
■
ｑ
血
■
■
▲
■
■
凸
■
■
■
■
囚
・
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
・
■
、
■
■
Ｕ
■
■
■
■

仏
道
十
二

巻
数

巻
一
八
一

巻
一
八
二

巻
一
八
三

巻
一
八
四

巻
一
八
五

現
存

ロ
ー
■
■
二
■
■
二
■
■
・
■
日
■
日
■
二
■
■
』
■
■
一
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■

推
定

Ｕ
一
■
■
《
■
■
二
■
■
一
■
■
白
■
Ｕ
今
日
９
国
■
ロ
ー
■
■
舎
■
Ｕ
《
■
■
０
８
－
■
■
一
口
●
・
■
Ｕ
ａ

勢
多
目
録

仏
道
三

仏
道
四

仏
道
四

仏
道
五

仏
道
五

仏
道
六

仏
道
六

仏
道
七

”
■
日
日
■
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
Ｂ
■
■
０
日
■
■
■
■
■
■
■
口
■
ｒ
■
巳
。
■

寺
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
＆
Ｈ
Ｕ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
６
Ｂ
・
色
且
Ｆ
１
■

仏
道
七

巻
数

巻
一
七
六

巻
一
七
七

巻
一
七
八

巻
一
七
九

巻
一
八
○

一
推
一
巻
一
七
二
は
、
前
後
の
巻
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。
巻
一
七
四
～
一
七
六
は
、
巻
一
七
○
の
部
名
と
そ
の
序
次

に
よ
る
推
定
。

勢
多
目
録

災
異
七



勢多本類聚国史目録のこと

◇
参
考
文
献
◇

◎
山
田
孝
雄
「
菅
公
の
見
識
」
（
北
野
神
社
亜
編
「
菅
公
頌
徳
録
」
、
官
幣
中
社
北
野
神
社
御
祭
神
御
生
誕
一
千
百
年
御
鎮
座
一
千
年
記

【
推
】
巻
一
八
二
・
巻
一
八
三
・
巻
一
八
四
は
、
前
後
の
巻
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。
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【
推
］
巻
二
○
○
は
、
坂
本
太
郎
に
よ
る
推
定
。
山
田
孝
雄
は
「
殊
俗
」
「
雑
」
「
補
遺
」
い
ず
れ
か
の
可
能
性
を
指
摘
。

現
存

■
▲
■
Ｕ
■
■
■
凸
■
巳
●
■
■
。
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
凸
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
凸

推
定

■
■
■
・
■
８
■
ｕ
‐
画
０
日
８
Ｂ
Ｂ
１
８
ｐ
８
■
０
０
■
０
０
９
８
９
０
８
０
１
二

勢
多
目
録

殊
俗
遍
塁

殊
俗
□

殊
俗
七

殊
俗
□

殊
俗
□

殊
俗

殊
俗
□

■
凸
■
■
▲
■
９
■
■
９
．
Ｊ
・
一
■
■
●
■
■
一
■
■
一
■
■
・
口
■
』
■
■
ａ
Ｇ
ｇ
ａ
■
■
・
■
Ｂ
《
６
■
▲
■
５
国
■
■
■

殊
俗
□

■
一
■
日
▲
■
■
凸
■
■
・
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
口
■
■
■
■
■
・
日
、
凸
■
■
《
日
■
・
■
■
■
』
■
凸
■
■
■

巻
数

巻
一
九
六

巻
一
九
七

巻
一
九
八

巻
一
九
九

巻
二
○
○

【
推
】
巻
一
九
五
～
巻
一
九
八
は
、
前
後
の
巻
の
部
名
と
そ
の
序
次
に
よ
る
推
定
。

【
勢
】
巻
一
九
三
・
巻
一
九
四
に
部
名
は
記
載
さ
れ
な
い
が
、
門
目
に
そ
れ
ぞ
れ
「
高
麗
・
渤
海
上
」
（
巻
一
九
三
）
、
「
同
下
［
轡
」

（
巻
一
九
四
）
が
記
載
さ
れ
る
。

現
存

■
。
■
■
凸
日
○
品
■
■
■
■
Ｕ
●
■
■
■
■
・
Ｇ
Ｂ
。
■
■
■
巳
■
巳
■
■
■
Ｄ
ｑ
ｑ
凸
■
■
血
■
■
凸
■
ロ
ー

推
定

■
・
■
■
Ｇ
■
■
■
■
■
・
■
■
・
■
■
・
■
■
・
■
■
凸
■
｜
■
ぬ
■
■
巳
昌
■
Ｑ
■
■
■
■
■
、
■
ワ
■
■
■
■

勢
多
目
録

（
殊
俗
）

殊
俗
□

（
殊
俗
）

殊
俗
□

甲
・
■
ｇ
《
■
■
凸
■
■
一
■
■
一
■
■
・
■
・
一
■
■
●
■
ワ
色
■
■
凸
■
■
一
■
■
』
■
■
▲
■
巳
阜
■
■
二
日
８
－
■
■
凸

殊
俗
□

■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
Ｕ
■
■
、
■
■
。
■
■
ｇ
■
■
■
血
■
■
■
■
■
血
■
■
品
■
■
■

殊
俗
一
評
曾

巻
数

巻
一
九
一

巻
一
九
二

巻
一
九
三

巻
一
九
四

巻
一
九
五



◎
清
水
潔
「
類
聚
国
史
の
篇
目
に
つ
い
て
」
（
「
（
皇
学
館
大
学
史
料
編
蟇
所
報
）
史
料
」
一
三
、
一
九
七
九
）

◎
坂
本
太
郎
「
類
聚
国
史
に
就
い
て
」
含
史
林
」
二
一
’
二
、
史
学
研
究
会
〔
京
都
大
学
〕
、
一
九
三
七
）
（
坂
本
太
郎
『
日
本
古
代
史

の
基
礎
的
研
究
上
文
献
篇
」
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
・
五
）

◎
吉
岡
真
之
「
類
聚
国
史
」
（
「
国
史
大
系
書
目
解
題
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
一
・
三
・
一
）

◎
喜
田
新
六
「
類
聚
国
史
の
編
纂
に
つ
い
て
」
含
本
邦
史
学
史
論
叢
』
上
、
史
学
会
・
冨
山
房
、
一
九
三
九
・
五
・
一
四
）

念
大
祭
奉
賛
会
、
一
九
四
四
）

〈
注
〉

（
１
）
山
岡
竣
明
「
類

一
九
七
四
・
六
）
。

（
２
）
大
隅
和
雄
「
古
代
末
期
に
お
け
る
価
値
観
の
変
動
」
（
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
十
六
’
一
、
一
九
六
八
）

（
３
）
「
職
原
抄
」
明
法
博
士
の
条
に
「
相
当
正
七
位
上
、
唐
名
律
学
博
士
」
と
あ
る
。

（
４
）
布
施
弥
平
治
「
明
法
道
の
研
究
」
（
新
生
社
、
一
九
六
六
・
九
）

相
田
満
「
関
東
系
「
職
原
抄
」
注
釈
学
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
そ
の
聖
典
意
識
ｌ
」
（
「
中
世
説
話
の
」
意
味
〉
』
〈
叢
書
・
日
本
語
の
文
化

史
１
〉
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
・
三

（
５
）
『
群
耆
類
従
」
巻
一
○
四
・
公
事
部
所
収
。

（
６
）
『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
下
巻
・
類
聚
国
史
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
一
・
十
二

（
７
）
な
お
、
『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
二
に
よ
れ
ば
、
国
史
大
系
本
『
類
聚
国
史
」
の
校
訂
に
は
、

「
類
聚
名
物
考
」
巻
二
六
九
書
籍
部
第
七
（
井
上
頼
圀
・
近
藤
瓶
城
咋
校
訂
「
類
聚
名
物
考
」
（
五
）
、

歴
史
図
書
社
、
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勢多本類聚国史目録のこと

坂
本
太
郎
が
あ
た
り
、
丸
山
二
郎
・
山
田
康
彦
が
編
年
索
引
の
作
成
に
あ
た
っ
た
と
い
う
が
、
坂
本
の
著
作
を
見
る
限
り
に
お
い

て
も
、
『
勢
多
本
類
聚
国
史
』
の
名
は
見
え
な
い
。

（
８
）
文
政
十
三
年
［
一
八
三
○
］
寅
初
冬
再
刻
版
・
天
保
九
年
［
一
八
三
六
］
戌
五
月
改
刻
版
・
嘉
永
五
年
［
一
八
五
二
壬
子

正
月
改
刻
版
・
慶
應
三
年
［
一
八
六
七
］
丁
夘
初
夏
改
刻
に
よ
る
。

（
９
）
無
窮
会
所
蔵
に
か
か
る
勢
多
章
武
の
他
の
著
書
に
つ
い
て
簡
単
に
記
す
。

○
温
故
録
・
…
：
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
（
神
五
三
五
）
写
二
冊
。
一
冊
目
「
温
故
録
」
（
右
端
書
「
石
清
水
臨
時
祭
」
）
、
二
冊
目

「
温
故
録
」
（
右
端
書
「
賀
茂
臨
時
祭
」
、
貼
紙
「
明
治
三
十
八
年
十
二
月
日
知
興
／
井
上
頼
圀
翁
所
蔵
借
本
」
。

勢
多
本

○
服
仮
問
答
：
：
：
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
（
神
一
三
五
九
六
’
二
三
。
四
種
合
冊
写
本
。
表
耆
左
端
上
「
四
久
佐
」
、
右
端
か
ら

寛
文
九

寛
文
九
酉
九
月
十
七
日

「
令
抄
録
／
女
房
装
束
抄
／
地
下
諸
司
／
服
仮
問
答
」
。
内
題
は
そ
れ
ぞ
れ
「
令
」
「
女
房
装
束
抄
」
「
地
下
諸
司
」
「
従
文
政

十
二
年
正
月
博
士
大
夫
判
官
蔵
之
／
服
仮
問
答
附
雑
稜
」
。
『
神
習
文
庫
目
録
」
四
九
一
頁
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

「
丙
合
冊
／
合
冊
（
異
類
合
冊
）
写
（
版
本
ハ
版
と
標
記
ス
）
一
○
六
冊
番
号
一
三
五
九
六
／
二
二
…
…
令
抄
録
（
勢
多
本

四
種
）
・
女
房
装
束
抄
・
地
下
諸
司
（
寛
文
九
年
九
月
十
七
日
［
一
六
七
○
年
六
月
十
七
日
］
）
・
服
仮
問
答
（
勢
多
章
武
ご
と

あ
る
。
い
ず
れ
も
作
者
を
明
記
す
る
も
の
は
な
い
が
、
服
仮
問
答
（
勢
多
章
武
）
は
、
勢
多
章
武
の
勘
文
を
最
も
多
く
収
め
る
故
、

（
、
）
布
施
弥
平
治
『
明
法
道
の
研
究
』
（
新
生
社
、
一
九
六
六
・
九
）

（
Ⅱ
）
『
古
事
類
苑
月
報
』
三
○
・
法
律
部
第
三
編
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
・
九
）
に
以
下
の
通
り
記
さ
れ
る
。
「
古
事
類
苑
稿
本

が
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
所
と
し
て
は
、
神
宮
文
庫
の
他
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
お
よ
び
広
池
学
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
書
陵
部
所
蔵
本
は
、
勢
多
章
甫
氏
編
纂
の
帝
王
部
九
冊
で
、
皇
典
講
究
所
時
代
の
稿
本
に
か
か
り
、
「
国
喪
」
「
荷
前
」
の
二
編

作
者
と
同
定
し
た
か
。
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付
記
”
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
、
日
本
学
街
振
興
会
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
モ
デ
ル
の
応
用
」
（
研
究
代

表
者
・
相
田
満
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
資
料
写
真
の
掲
載
、
紹
介
に
御
快
諾
い
た
だ
い
た
、
無
窮
会
図
書
館
に
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 を

収
め
て
い
ま
す
。
勢
多
章
甫
氏
は
本
姓
中
原
氏
、
幕
末
時
代
の
明
法
博
士
・
検
非
違
使
で
、
維
新
後
は
宮
内
省
に
出
仕
し
、
古

事
類
苑
編
纂
に
も
関
与
し
て
、
明
治
二
十
七
年
十
二
月
京
都
で
没
し
た
人
で
す
。
稿
本
は
刊
行
本
に
比
べ
る
と
、
編
成
・
所
収
史

料
に
相
違
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
内
容
は
家
学
を
反
映
し
た
精
綴
な
構
成
を
示
し
て
い
ま
す
。
」
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